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  取扱説明書     
トルク・レンチ１２．７ｍｍ□ 

 品番：♯４１２５２６１０００ 型式：ＴＷ４２５３ 
 
１,部品名称 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

                               図２－１     図２－２ 

             図１                    図２ 

２,使用方法 
①回転方向切替レバーを（図１－１）の位置に入れてください。 

②ロックねじ(図１－２)を左（反時計）回転方向に回し、グリップのロックを解除してください。 

③目盛部（図１－３）を確認しながらグリップを回転させて、使用するトルク値に設定してください。グリップを時計回転方向に回 

転させると設定トルクが大きくなり、反時計方向に回転させると設定トルクが小さくなります。 

例：６０Ｎ・ｍ（図２－１）から１０６Ｎ・ｍ（図２－２）のトルクに設定する場合、グリップを回転させて目盛部の赤ラインが 

 １００Ｎ・ｍ、最小目盛部が０を表示するように設定してください。更にグリップを回転させてグリップの最小目盛部が６を 

表示するように設定してください。１００Ｎ・ｍ＋６Ｎ・ｍで１０６Ｎ・ｍになります。 

④トルク設定後、ロックねじを右（時計）回転方向に回してください。これでトルク設定は完了です。 

⑤アンビルを押し込む事で左右回転の切替が可能です。（図１－４）を参考に回転方向の切替をしてください。 

⑥締め付けしていくと、「コクン」と音がして、首がわずかに傾きます。これで設定トルクに達した事を表します。それ以上締め付け 

ないでください。締め付けは、グリップの中央のくぼみ上を握ってください。その他の部分を握って使用すると正確なトルクを測 

定することができません。 

⑦使用後は最低目盛（６０Ｎ・ｍ）にトルクを設定して保管してください。 

 

３,注意事項 

△！ 注意 （この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①トルク測定を行う場合は必ず回転方向切替レバーを（図１－１）の位置に入れてください。回転方向切替レバーを逆方向に入れる

とトルクを測定することができません。 

②最低目盛（６０Ｎ・ｍ）より下にグリップを回さないでください。故障の原因になります。 

③設定トルクに達し、首が傾いた状態で、更に締付けしないでください。 

④本機は精密機器の為、衝撃等を与えないでください。 

⑤本機を掃除する時は、洗剤を使用しないでください。 

⑥本機は、決して分解しないでください。 

⑦本機に延長パイプを差し込んで使用しないでください。正確なトルク測定ができません。 

⑧本機の使用範囲は、６０～３００Ｎ・ｍです。使用範囲を超えるトルクを掛けないでください。 

⑨本機をラチェットハンドルとして使用しないでください。トルクを測定する時のみ使用してください。又、緩める作業には、絶対

に使用しないでください。 

⑩使用後や保管時は最低目盛（６０Ｎ・ｍ）になるまでグリップを反時計方向に回転させてください。長期間トルクを設定したまま

にすると正常に使用できなくなります。  
 

フリーダイヤル   ０１２０－２０２－８００ 
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